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１．概要（Summary） 

電気光学ポリマをゾルゲルシリカ光導波路と組み合わ

せて光変調器を作製し、光変調器の低電圧駆動を行った。

その際に、スパッタリングによるTiO2等の高屈折率材料を

用いて光閉じ込め効率を向上し更なる低電圧駆動を試み

た。さらに高周波電極作製のための VIA ホールエッチン

グを行った。その後 VIA メッキと上部電極作製を行い高

速ポリマ光変調器作製した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マスクレス露光装置、RF スパッタリング装置、分光エリプ

ソメータ、深掘りエッチャー、ドライエッチング装置、NLD

装置 

【実験方法】 

 下部電極をミリ波進行波型とするために下部電極を金メ

ッキにより形成した。ゾルゲル・ポリマ光変調器作製のた

め下部電極上にハイブリッド型ゾルゲル導波路とポリマ導

波路を作製した。その後、Fig. 1 に示す光変調器作製後、

上部電極パッドと下部電極を連結するためにゾルゲルシ

リカに VIAホールをNLD装置により形成した。VIAを金

メッキにより下部電極（グランド電極）と電極及びパッドを

接続した後上部電極（マイクロストリップ線）及び電極パッ

ド（Ground-Signal-Ground）を作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

高速光変調器を低電圧、低損失で駆動するため、我々

が実証してきたゾルゲルシリカ導波路・電気光学(EO)ポリ

マ型光変調器の更なる低電圧駆動を行った。EO ポリマ

のポーリング向上のため Fig. 1に示す導電率の高いゾル

ゲルシリカを下部クラッドに用いた光変調器を作製した。

光変調器の高速化のために光導波路を伝搬する波長

1.55m帯の光波と Fig. 1に示す上部電極を進行するミ

リ波の位相整合をとった。具体的にはミリ波と光波に対す

る光導波路の実効屈折率が近似するように光導波路及び

ミリ波電極構造を最適化した。光変調器作製後ネットワー

クアナライザにより電極を進行するミリ波の伝搬及び反射

特性を測定し、その後光変調の帯域幅測定を行った。 

 

 

Fig. 1 Ultra-high speed sol-gel/polymer modulators. 
 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・科研費基盤研究（A） 誘電体スロット層を用いた 

 240GHz 超高速ガラス・ポリマ光変調器の実証  
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